












 

はじめに 

 Duchenne 型進行性筋ジストロフイー症(DMD)と言う疾患は筋萎縮即ち筋構造

蛋白が進行性に減少する疾患である.DMD 罹患筋の筋構造蛋白の特微として,ミ

オシンの heavy chain の異常と共に早期の変化としてトロポニン(TN)亜分画の

うちTN-I,TN-Cが著しく減少し,TN-Tが相対的に残存する事が注目されている.

かかる DMD における筋構造蛋白の変化に対しては何らかのプロテアーゼが関与

している事が想像され,正常サルグリセリン筋にトリプシンを作用させた後筋

構造蛋白を抽出するとかなり DMD 筋の場合に類似した変化を作成出来る事が明

らかとなつた 1).この事は DMD における筋構造蛋白の変性に何らかの蛋白分解

酵素が関与している事を示唆している.現在 DMD における筋構造蛋白の変性に

重要な役割をはたしていると考えられる蛋白分解酵素は2つあり,1つはserine 

protease(勝沼)2)であり,他の1つはCa依存性中性プロテアーゼ(CANP)である. 


